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スパーク放電発光分光分析による表面炭素の迅速分析

迅速・広範囲なサービスのご提供

浸炭材の指定深さの炭素量を高精度かつ迅速に分析できる技術を確立しました。

浸炭材の表面炭素量高精度迅速分析

Cat.No 3S4J-089-00-150519

● 公的な方法（JIS G 1253：鉄及び鋼－スパーク放電発光分光分析方法）で高精度・迅速分析を実現

従来条件では、約40μmまでの深さの平均情報となっていましたが、独自の分析条件を開発し、約20μmまでの浅い部分の

情報（表面情報）を高精度で分析できるようになりました。

● 適用できる素材

以下の素材で浸炭された材料の指定深さの炭素分析をお引き受けいたします。

①低合金鋼

②ステンレス鋼を含む高合金鋼（フェライト、オーステナイト鋼） ： 事前にご相談ください。

● 開発条件と従来条件における分析結果の比較

（表1）

開発条件で測定することにより、より正確な浅部の

炭素量情報が得られます。

浸炭材の表面炭素量の分析例

● 開発条件と従来条件における分析深さの比較

（図1）

開発条件では、従来条件より浅い部分のみを

サンプルとして情報を得ていることがわかります。
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表1 開発条件と従来条件における分析結果の比較

比較用標準物質が市販されていない濃度域でも、

社内に蓄積しているノウハウを生かして近似組成

の標準試料を準備し、正確度の高い状態に装置を

調整することで高精度の分析結果をご提供する

ことが可能です。

● ISO17025ロゴ付報告書対応も可能です。事前にご相談ください。

● 試料お預かり後、最短24時間で測定結果をご報告いたします。事前にご相談ください。


